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１．まえがき  

 筆者らは，鋼橋の建設管理コストを削減する取り組

みとして，シンプルな形態の少数主桁橋の採用，合成

桁の採用等によりコスト縮減を図ってきたところで

あるが，更なるコスト削減のために設計法の見直しが

欠かせないと考えている。 

合成 I桁に正曲げモーメントが作用する場合，図－

１に示す塑性状態における腹板内の圧縮領域(Dcp)と

腹板厚(tw)の比に応じて塑性モーメントに達するこ

とが知られ，コンパクト断面 1)またはクラス１，２断

面 2)と定義されている．この場合でも，コンクリート上面から塑性中立軸のまでの距離(Dp)が大きくなると，

塑性モーメントに達する前にコンクリートの圧壊が生じて，塑性モーメントに達しないことになる．その確認

として，平成 17 年に実験により正曲げモーメント卓越部の終局曲げ強度に関する実験と評価を行った 3),4). 

著者らは，更に合成 I桁中間支点部（但し，圧縮側鋼板をコンクリートで拘束）の終局曲げ強度に関して実

験を行い曲げ耐力を検討したので，その結果を報告する．  

２．実験方法  

 平成 17 年と 18 年に行った実験の概要を図－２に，供試体諸元を表－１に示す．  
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図－２ 載荷状況 

②供試体Ⅱ（Dp=340mm） 

①供試体Ⅰ（Dp=465mm） 

図－１ 桁の断面（正曲げ） 
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表－１　供試体の諸元
単位： （N/mm2）

負曲げ供試体Ⅰ Dp =465mm 負曲げ供試体Ⅱ D p =340mm

コンクリート 圧縮強度 46.6 コンクリート 圧縮強度 49.6
ヤング係数 3.03×104 ヤング係数 2.55×104

上フランジ 降伏強度 313 上フランジ 降伏強度 305
引張強度 444 引張強度 439

腹板 降伏強度 304 腹板 降伏強度 329
引張強度 441 引張強度 440

下フランジ 降伏強度 300 下フランジ 降伏強度 305
引張強度 440 引張強度 439

鉄筋 降伏強度 390 鉄筋 降伏強度 367
SD295 引張強度 515 SD295 引張強度 494

３．実験結果  

 各供試体の荷重変位曲線を図－３，４に示す. 第１サイクルから第５サイクルまでは，鋼桁の弾性領域内で

荷重を載荷し，第６サイクルで圧縮側床版のコンクリートが破壊するまで載荷した．ここで，供試体Ⅰの結果

は，計算で求まる引張側床版の鉄筋が降伏する荷重Pyが1,482kNであり，実験から求まる終局荷重Puは1,551kN

となり，強度比 Pu/Pyは 1.15 倍であった.一方，供試体Ⅱの結果は，計算で求まる引張側床版の鉄筋が降伏す

る荷重 Pyが 1,484kN であり，実験から求まる終局荷重 Puは 1,726kN となり，強度比 Pu/Pyは 1.16 倍であった. 

 今回実験した供試体の塑性中立軸は，鋼桁腹板内に位置していたが，AASHTO や EUROCODE の低減係数（コン

クリートの圧縮破壊先行による強度低下）より算出される，終局強度よりは安全側の結果となっていた. 

４．まとめ  

 今回の負曲げ部の試験結果を整理し，上記低減係数より算出される終局強度よりは安全側の評価が出来るこ

とが判った.今後は，昨年報告した正曲げ部の結果と合わせて，終局曲げ強度と塑性中立軸との評価式を提案

したいと考えている.  
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図－４ 荷重－変位曲線（供試体Ⅱ） 図－３ 荷重－変位曲線（供試体Ⅰ） 
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